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も94%の症例は病名を知らされて良かったとの感想であっ
た.本丸は病名告知を希望 していなったが種々の理由か

ら肺癌と告知された22症例でも80%の症例では肯定的な

意見であった.

A-嶺∋手術不能進行食道癌に合併した早 期 胃
癌の2症例

一 治療方針に関して-
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手術不能食道癌に合併 した早期胃癌2例を経験 したの

で報告する.進行食道癌に対 しては.2)仲腔 もに 5-FLT

少慶持続静注と放射線の同時併用を行い,CR となったす

早期胃癌に対 して､ 1例には OK････････4325KELJ')局注を

行い,もう1例には食道癌が C民 となった約 1年後をこ

幽門側胃切除術を施行した.2例とも両病変LT)再発なく

現在まで生存 している.

手術不能食道癌;･こ早期胃癌を合併 した場合LJ)治療方針

は定まっていないが,当料では生命予後を左着ずるのぼ

食道癌し十考え,これが制御できない場合には.早期胃癌

を治療の対象としていない,食道癌が非観血的治療で制

御された場合, 1-2年1､JJr勺L･')局所再発が阜いたれ l

年以上再発がないとき早期胃癌は治療の対象としている.

今後さらをこ症例を霧ぬ,手術不能食道癌をこ合併 した早期

胃癌の最適治療時期に関して検討 していく予定であるt
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車分化塾扇畢上皮癌と平滑筋肉腫の両者からなる食道

腰藤症例を経験 したので文献的考察を加えて報告する.

[症例〕45歳,男性.嘩下困難を主訴に来院.食道内

視鏡 ･食道造影にて胸部上 ･中部食道に隆起性病賓を認

めた.生検では偏平上皮癌であり,第2群リソバ節郭清

を含む胸部食道全摘術を施行した.肉眼標本上.腫癖は

5.5×2.3×1.8cm.表面は暗赤色で陥凹を伴一･-.,た有茎

性病変であった.

[病理組織学的所見]隆起性陸壕の基底部か(-)表面iこ

かけて中分化扇平上皮癌を認め,腰痛の主体をなす間質

は免疫組織学的に平滑筋て-カー一一が陽性の肉腫であり,

真性癌肉腫と診断 した.

A-6)進行食道癌に対する FP 療法の効果
と副作用 (CDDP 大量群と′レ量分割

投与群との比較)
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進行食道癌37例に対しCr)【.)P+5FU げP1療法を施

行した.人巌投fj-((i)r)P1(X)mg:Dl十5FU 1,(XX)mg:

1)1-Jlを2ツー′L･)は術後15例,術前8例.切除不能

I)1-5を･1週間1は術後8例.術前 1例に行った.治

療効果は術前9例と切除不能5倒し')計14例で検討し､PR

:5例,MR:2例であった.組織学的効果は G2:1

例,Gla:3例,G()∴1例であり.X線.内視鏡の効果

との相関は認められなかった,来慶群での Grade3以

上L7滴J作朽持上食思不振,悪心 ･晦u_-t二であり.-]](卜り′L

した.これに対 し少駄群では Gmde31､LL-_の白血球減

少,血小板減′レが3例に兄こ､-)れ I･1こ1dirが化学噂法終 T

2遇後であり,回復にはステロイ ドを使周 しながらさら

をこ1--2遇を要した.今回の検討では Fl)療法は大嵐

投!j-(り方が副作用がIi/たく使用しやすか-1た.

放射線 計化学療法の臨床効果
-12症例16病巣･-
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田的 :頭類部癌の落部転移厳に対する温熱療法の効果

について.温熱 ･放射線 ･化学療法 (温放化)と放射線 ･

化学療法 (放化1とを比較検討 した.

対象 :頭頚部扇平上皮癌の進行一次症例または頚部再

発症例の切除不能頚部 りンべ節転移巣.

方法 :温故化群 (12例.16病巣1:RF加温.MW 加

温を各5例,両者を2例に施行l加温回数は4･-15(千

均9.1)回,こCT)内,78.60･6は42℃以上に加温されてい

5FU を併用した.放化群 し10例.11病巣):線量は24-


